
 

第 6学年 総合的な学習の時間学習指導案 

 第６学年 １組 ３５名  ２組 ３５名 

指導者  小野瀬 悠里  寺井 麻生 

１ 単元名「江戸、深川の町をたずねて」 

 

２ 単元の目標 

学区である町の良さについて関心をもち、歴史的な視点で調べ、総合的な見方、考

え方を活用して学ぶことができるようにする。 

知ったり調べたりしたことについて、地域やその歴史とつなげた視点でまとめたり、

自分の考えを更新させたりしながら活動していけるようにする。 

周囲や専門家の意見を聞いたり、協力して学習をまとめたりすることを通して、地

域に愛着をもち、文化や伝統を大切にできるようにする。 

 

３ 単元の評価規準 

評価の観点 

総合的な学習の時間 目標 

【「生きる力」を具体化する資質・能力】  

単元の評価規準 

進 

課題の解決に必要な知識及び技能を身

に付け、課題に関わる概念を形成し、探

究的な学習の良さを理解すること。 

 

【生きて働く“知識・技能”の

習得】 

ア．町の良さにつながる江戸・深川の歴史につ

いて、複数の調べ方で追究している。 

イ．町の良さにつながる江戸・深川の歴史につ

いて、自ら課題を設定し追究している。 

ウ．自ら課題解決にふさわしい学び方や調べ方

を考え、決定する。 

芯 

 

実社会や実生活の中から問いを見いだし、

自分で課題を立て、情報を集め、整理・分

析して、まとめ・表現することができるこ

と。 

 

【未知の状況にも対応できる

“思考力・判断力・表現力”】 

ア．町の良さにつながる江戸・深川の歴史につ

いて、地域や自分と結びつけながら考え、

相手に伝わるように表現や内容を推敲し

ながらまとめ、伝えている。 

イ．自分の考えを更新したり、新しい提案を生

み出したりしている。 



 

 

４ 単元について 

（１）単元観 

 本単元は、SDGｓ10「人や国の不平等をなくそう」および 11「住

み続けられるまちづくりを」の視点を踏まえつつ、地域の歴史を

探究する単元である。学区域にある「深川神明宮」は、江戸時代の地名「深川」の発祥とな

った神社である。俳句で高名な「松尾芭蕉」の史跡や記念館、江戸期の浮世絵にもその姿を

残す「新大橋」、江戸期の流通を支えた「小名木川」など、多くの歴史遺産が存在する。 

導入段階では、学年目標（Think globally,Act locally.）の下「わたしたちの町の良さ」

はどこだろう、という問いかけから活動をスタートさせる。本単元においてはこの町の良さ

の中でも「歴史」に焦点を当て、地域という空間を時間軸でとらえて活動を深めていく。近

隣の深川江戸資料館、芭蕉記念館、江戸東京博物館などは、児童の興味関心に応じて活用し

たい。（なお、９月には深川江戸資料館での学習発表が、前年度のうちに決定した。） 

児童はこれまでも、地域の学習としてそれぞれの名前や場所について学んできた。さらに、

第六学年では社会科で「日本の歴史」を学ぶ。その知識や時間的、空間的視点をもった上で

本単元を実践することで、改めて歴史的な価値や現代とのつながりについて、疑問をもった

りそれを解決したり新たに価値づけたりしながら追究し、地域の歴史遺産を見つめ直して

いくことができると考えた。 

そして、地域の歴史を知って誇りをもち、地域を愛する心を育んでいくことを通して、自

己のアイデンティティー形成の一助としてほしい。児童の関心の向き方によっては、「わた

したちの町」という視点を維持したまま後期の総合で予定している「キャリア教育」に直結

させることも想定している。 

前期を通して郷土を大切に思う気持ちを育み、後期では世界や未来といった広い視野に

ついて知見を獲得させる。児童たちにとって、その後の生き方や考え方に反映させていける

ような単元となることを目指す。 

 

心 

探究的な学習に主体的・協働的に取り組む

とともに、互いの良さを生かしながら、積

極的に社会に参画しようとする態度 

 

【学びを人生や社会に生かそう

とする“学びに向かう力・人

間性等”の涵養】 

ア．江戸・深川の歴史について、周囲との協力

や専門家からのアドバイスを通して学ぼ

うとしている。 

イ．江戸・深川の歴史から地域の良さを学ぶこ

とを通して地域に愛着をもち、その伝統・

文化を引き継ぎ生かそうとしている。 



 

（２）児童の実態 

 これまで児童は、第２学年で「まちたんけん」、第３学年では「地域の祭り」や「地域安

全マップ」を実施し、第４学年「バリアフリー」、第５学年では「防災」の視点から、地域

を学習材としてきた。また毎年１月には「八名川まつり」として児童同士や保護者、地域の

方やその他来校者に向けた学習発表会があるため、第１学年の頃より上級生の発表を見て、

自分たちの発表や学習に生かしている。学力差が大きい実態もあるが、行事やイベントなど

は、学年としてまとまって活動に取り組むことができる。 

 本単元に関する児童の実態を知るためのアンケート(単元第１次２時実施後 第６学年

児童全７０名を対象。添付資料①)では、総合的な学習の時間の活動や内容に対する複数の

質問に対して、児童の７０～８０％が肯定的な評価をつけた。「総合的な学習の時間は好き

である」と回答した児童は９０％である。 

一方で「江戸・深川の歴史について、文化や伝統を自分が引き継いでいきたいと思う」と

いう質問については４０％が否定的な回答をした。地域の歴史を学ぶことを通して、その価

値を再認識させる。同時に長い歴史を含む「この町の良さ」が「自分」とつながっている、

という感覚―自分を育ててくれた町への愛着や感謝、町を持続可能にしたいという想い―

を、単元を通して児童に身につけさせたい。 

 

５ 研究主題に迫るための手立て 

 （１）ＥＳＤカレンダーをもとにしたカリキュラム・マネジメント 

 本校第６学年においては「江戸・深川の町をたずねて（地域歴史学習）」と「未来へはば

たけ！（キャリア教育）」の２単元を予定している。具体的には、下図を参照されたい。 ESD

の観点からは「環境」「国際理解」「人権」で分類し、その他技能につながる単元を青で分類

した。 

 また、本単元に関わる単元を線で結び、具体的にどのように活用したいかを吹き出しの中

に記入している。 

 



 

 

 

 （２）問題解決のための学習過程の工夫 

   ①学習評価を充実させるための工夫 

ワークシートや資料をポートフォリオ形式でまとめていく。児童が調べたことを

振り返ったり、自分の考えの変容を振り返ったりするために活用する。 

単元や学習で育てたい力に対するアンケートを単元の始まりと終わりでとる。個

人の変容を見とる資料とする。 

 

②協働性を育む工夫 

調べ学習の際には、児童の学習への興味が持続するような時間設定を行う。こ

のことを通して、自己の主張や意見を持たせた上で集団の交流の時間へ移行し、

活発な協働ができるようにする。 

調べ学習や中間発表の際にはグループやテーマに固執しない情報交換を呼び

かける。 

考えるための技法の活用、班ごとのホワイトボードの活用などを各教科でも意

図的に取り入れる。 

 



 

６ 単元の指導計画と評価計画 

段階 学習過程 時 
ねらい   ・学習内容、学習活動 ◇評価規準（評価方法） 

※留意点 

ス
テ
ッ
プ
１ 

学
び
に
火
を
つ
け
る 

1 

地域の歴史に関心をもてるようにする。 

・「この町の良さ」をふり返り、課題を設定す

る。 

・小名木川の歴史を知り、江戸の成り立ちや

物流の発展とこの地域が深く関わってい

た事を学ぶ。 

※総合的な学習の時間の

学び方について知った

り、自分たちの町の良

さについて意見を出す

「第０時」を設定して

いる。 

2 

地域の歴史を調べる方法を考えられるよう

にする。 

・どのような調べ方があるかを検討する。 

・深川江戸資料館の見学の仕方を決める。 

※想定される児童の意見 

→「本」「インターネット」

「取材」「資料館の見

学」 

◇進―ア、ウ 

（発言、ワークシート） 

調
べ
る 

3 

4 

地域の歴史を実際に調べられるようにする。 

・「深川江戸資料館」を見学する。 

・展示物を調べる。  ・資料館の方に話を

聞く。 

◇進―ア 

◇心―ア 

（発言、行動、ワークシ

ート） 

ま
と
め
る 

5 

調べたことをまとめられうようにする。 

・深川江戸資料館見学をふりかえり、紙１枚

にまとめる。 

◇芯―ア 

（ワークシート） 

伝
え
合
う 6 

調べたことを伝え合う中で、新しい課題につ

なげられるようにする。 

・中間発表会を行う。 

・これまでに学んだ見方、考え方を働かせな

がら、発表を聞き合う。 

・新たな問いや課題を見つける。 

◇芯―ア 

◇心―ア 

（発言、発表、ワークシ

ート） 

ス
テ
ッ
プ
２ 

学
び
に
火
を
つ
け
る 

7 

地域の歴史について、自ら関心を持てるよう

にする。 

・江戸時代の学区域の地図と現代の地図を見

比べることを通して、「この町」の視点を意

識しながら自分の探求していく課題につ

いて考える。 

※課題が江戸全般に広が

っていくことが予想さ

れるので、「わたしたち

の町」というテーマに

立ち返り、活動を再設

定する。 

8 

地域の歴史について、自ら課題を持てるよう

にする。 

・自分が探究していく課題を設定する。 

・「自分たちの町の良さ」について、深川江戸

資料館を通してさらに詳しくなる。 

例：「江戸野菜」「船宿」「猪牙船の水運」「火

の見櫓や防災について」 

・学区域について詳しくなる。 

例：「新大橋一丁目の“御船蔵”」「八名川小学

校の立地」「移動していた新大橋」「小名

木川の水運」 

※特定のゲストティーチ

ャーや取材場所を適宜

提示することを通して

「人のつながり」「場所

のつながり」を意識し

ながら活動が進められ

るようにする。 



 

9 

自ら設定した課題の解決ができるようにす

る。 

・探究していく方法を考える。 

→図書資料、インターネット、フィールドワ

ーク 

地域住民への取材、祖父母などへの取材 

前校長への取材  資料館を再度見学 

・行っていない近隣の資料館（芭蕉記念館、

江戸東京博物館）への見学  など 

◇進―ア、イ 

◇心―ア 

（発言、ワークシート） 

調
べ
る
・
ま
と
め
る
・
伝
え
合
う 

10 

11 

12 

13 

14 

自ら設定した課題の解決ができるようにす

る。 

地域の歴史について得た情報を、取捨選択で

きるようにする。 

・各自が設定した調査活動を行う。 

※「この町」という視点

から外れていかないよ

う、留意する。 

◇進―イ、ウ 

◇心―ア 

（活動、ワークシート） 

15 

本

時 

周囲の意見やアドバイスから学べるように

する 

・中間発表会を行う。 

・視点をもって発表を聴き合い、新しい課題

の設定につなげる。 

◇進―ア、イ 

◇心―ア 

（発言、ワークシート） 

ス
テ
ッ
プ
３ 

学
び
に
火
を
つ
け
る 

16 

17 

18 

活動のまとめに向けた活動が設定できるよ

うにする。 

・中間発表会の質問や感想やをふまえ、再調

査内容や今後の活動をを検討する。 

・フィールドワークを行い、現地取材やイン

タビューの活用方法を知る。 

・資料館発表に向けためあてをもつ。 

※資料館での発表は既定

路線である。児童の声

の一つとして登場でき

るよう配慮する。 

◇進―イ、ウ 

◇芯―ア、イ 

◇心―ア、イ 

（発言、ワークシート） 

調
べ
る 

19 

20 

21 

22 

23 

24 

自ら設定した課題の解決ができるようにす

る。 

周囲の意見やアドバイスから学べるように

する 

・計画した調査活動を行う 

・資料館のボランティアのアドバイスを参考

に、発表をよりよくする。 

※資料館の学芸員ボラン

ティアによる指導が２

回（７／４．７／１９）

で設定されている。 

◇芯―ア、イ 

◇心―ア、イ 

（発言、ワークシート） 

ま
と
め
る 

25 

26 

27 

周囲の意見やアドバイスから学べるように

する 

・深川江戸資料館での発表会を行う。 

◇芯―ア、イ 

◇心―ア、イ 

（発言、ワークシート） 

伝
え
合
う 

28 

学習をふり返り、自己をふり返ることができ

るようにする 

・単元アンケートを再実施し、単元開始前と

この段階での自己の変容について考える。 

◇芯―イ 

◇心―イ 

（発言、ワークシート） 

 

 



 

８ 本時（全２８時間中の１５時間目） 

（１）目標 

   視点をもって発表を聴き合い、新しい課題の設定につなげる。 

 

（２）展開 

時間 ◯学習内容 ・学習活動 

※指導上の留意点、配慮事

項 

◇評価規準（評価方法） 

導入 

５分 

 

◯活動の見通しをもつ。 

・「中間発表会を行い、次の活動を決める」ことを

確認する。 

 

○発表を見る視点を確認する。 

①「この町のよさ」とつながっているか。 

②聞いていて面白いか（発表方法や発表順序に

ついて） 

③複数の情報元を関連づけてまとめているか。 

 

 

※情報の収集を始める段階

で、中間発表については

予告している。 

※発表を見合う視点は、教

師の想定を記述した。こ

の想定を規準としつつ

も、児童とのやりとりの

中で視点となる言葉を前

時までに抽出していく予

定である。 

 

 

 

展開 

２ ５

分 

 

 

○ワールドカフェ方式で中間発表会を行い、情報

を収集する。 

・グループそれぞれで発表役と聞き役に分かれる。 

・発表者は、調べてきたことについて１～２分程度

発表する。 

・聞き役は、他グループを回って疑問、質問、感想

を送る。 

・1回５分を４セットくりかえす。５分の間は移動

をせず、交流する。 

 

・ふせんを使用する。視点①については「青」、視

点②については「赤」、視点③については「黄」

に記入する。 

 

 

 

 

※テーマの数に応じて、人

数配分や場の設定を調整

する。 

 

※必要に応じて、2 ラウン

ド後に付箋や発表形式に

ついて価値づける。 

ま と

め 

１ ５

分 

◯各グループに戻り、次回の活動を決める。 

 

○ふり返りを記入する。 

 

◇芯―ア、イ 

◇心―ア 

（発言、ワークシート） 

 

 

 

 

中間発表会をしよう 



 

（３）授業観察の視点 

①児童は「視点」に基づいて発表会に参加できていたか。 

②中間発表会として、時間配分や場の設定は適切であったか。 

③本時の目標「芯―ア、イ 心―ア」は達成されていたか。 

芯―ア(町の良さにつながる江戸・深川の歴史について、地域や自分と結びつけながら考え、

相手に伝わるように表現や内容を推敲しながらまとめ、伝えている) 

芯―イ(自分の考えを更新したり、新しい提案を生み出したりしている) 

心―ア(江戸・深川の歴史について、周囲との協力や専門家からのアドバイスを通して学ぼ

うとしている) 


